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北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

昭
和
四
五
年
一

O
月
二
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
1

四
時
半

「
モ
ス
ク
ワ
国
際
歴
史
学
会
に
つ
い
て
」

報

告

者

矢

田

俊

隆

出
席
者
約
一
五
名

去
る
八
月
一
六
日
か
ら
二
三
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
一
一
回

国
際
歴
史
学
会
は
、
参
加
園
数
四
八
、
参
加
者
四

O
O
O人
(
同
伴
者
を
除

き
学
者
だ
け
で
も
一
一
一
一
一
一

O
O人
)
と
い
う
大
所
帯
。
ソ
連
か
ら
一
三

0
0

人
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
一

O
O余
人
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
二

O
O余
人
、
西
独
・
イ

タ
リ
ヤ
か
ら
一
二

O
余
人
、
東
欧
諸
国
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
エ

ヅ
コ
ス
ロ
パ
キ
ヤ
〉
か
ら
も
多
数
と
い
う
状
況
。
日
本
か
ら
は
、
同
伴
者
含

め
て
一

O
O数
十
名
(
学
者
一

O
O名
位
〉
参
加
の
由
。
二
年
前
の
チ
エ
ツ
コ

事
件
の
余
波
が
残
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
ノ
l
ル
ウ
ェ
!
は
向
学
会
国
内
委
員
会

と
し
て
は
参
加
を
拒
否
(
個
人
参
加
の
み
〉
、
ア
メ
リ
カ
や
西
ド
イ
ツ
か
ら

相
当
数
の
学
者
が
出
席
を
取
止
め
た
よ
う
だ
。
ソ
連
は
接
待
国
と
し
て
熱
心

に
準
備
し
、
ホ
テ
ル
、
パ
ス
、
会
場
、
盛
大
な
開
会
式
、
学
会
内
容
目
次
・

組
織
(
古
代
、
中
世
、
近
世
、
現
代
の
分
科
会
)
、
同
時
通
訳
(
露
、
英
、

仏
)
、
エ
ク
ス
カ
l
ジ
ョ
ン
(
尚
子
会
と
ど
ち
ら
に
参
加
す
る
か
悩
ん
で
い
た

人
も
い
た
〉
等
、
大
変
力
を
い
れ
て
い
た
。
た
だ
し
出
席
者
名
簿
が
配
布
さ

O 

れ
た
の
は
学
会
終
了
ま
近
だ
っ
た
。

学
会
の
模
様
に
つ
い
て
、
日
本
国
内
委
員
会
が
提
案
し
た
、
「
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
の
近
代
化
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
階
級
闘
争
」
と
い
う
テ

ー
マ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
、
西
独
の
ガ
イ
ス
教
授
は
ア
フ

リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
の
実
-
証
的
研
究
を
、
東
独
の
マ
ル
コ
フ
教
授
は
A
-
A
開

発
途
上
国
の
進
路
は
社
会
主
義
以
外
あ
り
え
な
い
と
い
う
主
張
を
、
チ
エ
ツ

コ
の
パ
ラ
!
ト
教
授
は
社
会
主
義
の
妥
当
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
つ
特

殊
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
、
日
本
の
今
堀
教
援
は
中
国
問
題
(
日
本
問
題

を
報
告
す
る
日
本
の
学
者
が
い
た
ら
よ
か
っ
た
〉
を
、
報
告
し
、
討
議
さ
れ

た
現
代
史
で
は
、
両
大
戦
聞
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
運
動
、
集
団
的

安
全
保
障
、
東
・
中
欧
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
報
告
・
討
議
あ
り
。
例
え

ば
東
独
の
デ
ィ
l
ル
教
授
が
レ
l
ニ
ン
の
一

O
月
革
命
の
世
界
史
的
意
義
を

強
調
し
、
そ
れ
を
資
本
主
義
没
落
の
エ
ポ
ァ
ク
・
メ

I
キ
ン
グ
な
事
件
と
し

て
把
え
る
と
、
西
独
の
イ
エ
ツ
ケ
ル
教
授
が
反
対
し
資
本
主
義
・
工
業
化
の

進
ん
だ
国
で
は
共
産
主
義
革
命
に
対
す
る
反
発
が
強
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

ソ
連
の
学
者
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
果
し
た
役
割
を
強
調
す
れ
ば
、
西
側
の
学

者
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
何
故
力
を
え
た
か
と
い

う
理
由
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
等
、
異
な
っ
た
情
報
源
に

基
づ
く
違
っ
た
理
論
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
対
す
る
様
々
な
解
釈
が
あ
る

こ
と
が
浮
彫
り
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
ロ
ジ
ヤ
史
お
よ
び
日
本
史
研
究
者
と
ソ
連
の
自
国
史
お
よ

び
日
本
史
研
究
者
の
交
流
の
機
会
が
も
う
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
っ
た
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解
釈
の
紹
介
や
、
情
報
の
交
換
が
な
さ
れ
有
益
だ
っ
た
由
。
一
九
一
七
年
の

革
命
の
日
本
へ
の
影
響
、
封
建
制
は
何
時
は
じ
ま
る
か
(
ソ
連
で
は
大
化
の

改
荊
か
通
号
、
明
治
維
新
は
未
完
成
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
説
ハ
ソ
連
で
通

説
)
、
戦
後
日
本
の
農
地
改
革
に
は
ソ
速
で
は
一
九
五
七
年
論
争
に
よ
り
一

定
の
評
価
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
等
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
な
お
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
東
洋
学
研
究
所
八

O
O人
の
う
ち
、
大
学
院
生

二
O
O人
、
う
ち
二

O
人
が
臼
本
部
で
研
究
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
ェ
ク
ス
カ
1
γ

ョ
γ
等
を
通
じ
て
み
た
矢
田
教
援
の
印
象
談
を

興
味
深
く
拝
聴
、
討
論
は
A
・
A
諸
国
の
国
づ
く
り
に
ソ
連
・
中
国
の
社
会

主
義
が
模
倣
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
何
故
日
本
の
近
代
化
が
モ
デ
ル
に

な
ら
な
い
か
、
ソ
連
の
官
僚
制
の
問
題
な
ど
、
「
歴
史
の
比
較
研
究
」
(
ブ

ラ
ッ
ク
、
内
山
・
石
川
訳
、
近
代
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
、
慶
応
通
信
、
一

九
六
八
、
参
照
)
を
め
ぐ
っ
て
示
唆
的
な
議
論
が
あ
っ
た
。
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号
(
綿
一

r一
時
)
予

次

告

論

説

口
市
耳
円
}
戸
同
N
2
t
向。∞
2
rユロ
mEM四
分
円
〉
ロ
『
H
2
rロロロ
m
Z
5
3
L
O

関
口
口
ぞ
D
回
目
M
F

阿
内

E
E
d弓
ωm-

北
海
道
大
学
教
養
部
に
お
け
る
「
法
学
」
の
授
業

1
1
現
場
教
師
の
全
く
の
中
間
報
告
ー
ー

(2) 

米

倉

明

修
正
主
義
論
争
以
後
の

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
リ
ー
ダ
ー
の
政
治
指
導
路
線

-
1
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
中
心
と
し
て
1
1

山

本

佐

門

資

料

「
ロ
シ
ア
共
和
国
相
続
法
」
邦
訳

五
十
嵐

佐

保

第
一
次
大
戦
下
に
お
け
る
社
会
主
義
運
動

ω

|
|
ツ
イ
ン
メ
ル
ヴ
ア
ル
ト
運
動
を
中
心
に
1

1

成

田

雅

子清

樽

之

研
究
ノ

i
ト

札
幌
市
郊
外
地
区
(
手
稲
〉
の
政
治
意
識
調
査

E

戦
後
手
稲
に
お
け
る
「
政
治
」

ω荒

三
O
O頁
上
段

三
O
九
頁
下
段

三
三
七
頁
上
段
一
八
行
自

総

索

引
(
第
一
巻

l
第
二

O
巻
)

訂

正
(
第
二
一
巻
第
二
号
)

九
行
目

あ会
る 社自筆自
か(の〉眠

ら日

一
行
自

そ
し
て

(2) 木

俊
あ関
る連 T

か〈し〈 ι
ら2て5

し
か
し

夫
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